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　三田俊次郎先生が昭和3年に設立した財団法人

岩手医学専門学校は、昭和22年に財団法人岩手医

科大学に昇格、昭和27年に学校法人に組織変更し、

連綿として今日に至っております。そこで、本学は

これまで岩手医学専門学校設立の年をもって創立

の年としてまいりました。

　しかし、三田俊次郎先生はこれに先立ち、明治30

年4月20日に私立岩手病院を開設すると同時に、医

学講習所を併置して医師の養成を開始、明治34年

にこれを私立岩手医学校としております（医育制

度改革により明治45年廃校）。明治30年に医学生・

看護学生が学んでいたことは、明治40年に三田俊

次郎先生が岩手県に提出した報告書（岩手県立図

書館収蔵）に明確に記されています。従いまして、

本学の淵源は明治30年に設置された私立岩手病

院、医学講習所にあるということができます。よっ

て、本学は明治30年をもって創立の年と改めるこ

とといたしました。そうしますと3年後の2017年

（平成29年）には創立満120周年を迎えることにな

ります。

　明治30年というと、野口英世が学んだ「済生学

舎」や高木兼寛が創設した「成医会」など医師養成

の私塾が東京に数校しかなかった時代です。また、

日本で2番目の京都帝国大学が創立された年でも

あり、この時期に地方岩手で医療人養成機関を発

足させた三田俊次郎先生の先見性に敬意を表した

いと思います。　　

　一方で、附属病院新築移転がいよいよ本格的に

なります。2019年（平成30年）春には、内丸メディカ

ルセンターの運用開始、2020年（平成31年）春には

矢巾キャンパスの本院の運用を開始しなければな

りません。もう待ったなしのタイムスケジュール

です。

　矢巾キャンパスの本院のためのエネルギーセン

ターは再生可能エネルギー・基幹病院緊急エネル

ギー事業として経済産業省からの補助を受け、先行

して一部を今年着工の予定です。この様に、本学発

足の歴史の中で最大の事業である新病院建築は

着々と実行に移されつつあります。

　新病院には、今の病院機能をそのまま移すつも

りはありません。日本一、東洋一、そして世界と競

争できる新病院を目指しています。

　この壮大な事業の完成を目前に控えた2017年

（平成29年）が創立から120年の節目にあたること

から、先人の偉業を讃えるとともに、本学の新たな

歴史開拓に向けた起点の年と位置付け、かねてよ

り進めてまいりました総合移転整備事業を包括し

た創立120周年記念事業を実施することといたし

ました。

　地方にありながらも、世界と対等に渡り合え

る大学を目指し、新キャンパスと新病院の整備を

進め、また、創立の原点たる「厚生済民」と「誠の人

間の育成」の理念への回帰と、新時代のリーダーと

しての新機軸の確立のため、皆様の絶大なるご支

援をお願いし、ご挨拶とさせていただきます。



私立岩手病院・医学講習所が開設された４月20日を新たな開学記念日として位置付け、

先人の偉業を讃え、本学の新たな歴史開拓へ向けた記念行事を行います

○歯科医療センターを併設した50床規模の病院
○高度な外来診療機能を持つセンター機能の整備
○PET・リニアック先端医療センターと連携し、

 がん外来化学療法、放射線療法などの高度医療を提供

○1,000床規模の特定機能病院
○小児・周産期・救急部門の一体化と

 機能充実させた統合医療センター（仮称）の整備
○85,000㎡～100,000㎡、12～13階建て

総合移転整備事業も包括した創立120周年記念事業を実施することに伴い、総合移転整備計画

策定委員会を発展的に改組した創立120周年記念事業実行委員会を発足

120周年記念ロゴマーク等を活用したグッズ制作

本学歴史資料の再整備

教職員、OB、学生、父兄、地域等を繋ぐイベントを開催

（平成28年～平成31年）

（平成28年～平成30年）

（平成26年５月）

（平成29年４月20日）


